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一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し

て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
３
月　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議
員
か
ら

１５

１６

１４

質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁

の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
６
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）
。

　

問　

平
成　

年
に
食
育
基
本
法

１７

が
成
立
し
、
そ
の
後
策
定
さ
れ
た

食
育
推
進
基
本
計
画
を
受
け
、
学

校
給
食
で
の
食
育
と
地
産
地
消
の

推
進
が
始
ま
っ
て
い
る
。
地
場
産

公
明
党　
　
　

井
上　

賢
二

輝く市民やあやせ

っ子の未来に向け

て必要な施策とは

●
市
長
は
施
政
方
針
で
、
景
気
低

迷
の
影
響
に
よ
る
財
源
の
不
足
分

を
財
政
調
整
基
金
の
有
効
活
用
に

よ
り
確
保
す
る
と
し
た
が
、
平
成

　

年
度
末
の
基
金
の
残
高
見
込
み

２２
　

億
円
に
対
し
、　

年
度
市
債
の

１４

２２

借
入
額
は
、　

億
円
と
厳
し
い
状

１７

況
で
あ
る
。事
業
内
容
を
見
る
と
、

深
谷
中
央
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
い
ま
だ
地
権
者
と
の
合
意

形
成
が
さ
れ
な
い
ま
ま
事
業
が
進

め
ら
れ
、批
判
が
あ
る
。ま
た
、
深

谷
落
合
・
吉
岡
西
部
地
区
で
は
、工

業
系
の
計
画
に
対
し
、
地
権
者
の

多
く
が
住
居
系
の
土
地
利
用
を
望

ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の

見
直
し
を
求
め
る
。（
仮
称
）綾
瀬

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
一
部
計

画
が
変
更
さ
れ
た
が
、
都
市
計
画

道
路
の
北
伸
な
ど
、
地
域
住
民
の

反

対

望
ま
な
い
都
市
基
盤
整
備
が
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
は
住
民
の
要
望
に
よ
り
行
わ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
事
業
の
中
止
を

求
め
る
。こ
の
ほ
か
、保
育
園
待
機

児
童
解
消
へ
の
取
り
組
み
は
評
価

す
る
が
、こ
の
ま
ま
で
は
、児
童
数

の
増
加
に
追
い
つ
か
な
い
。ま
た
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
待
機

者
が
入
所
で
き
ず
、
家
庭
崩
壊
寸

前
で
あ
る
。
新
た
な
公
立
保
育
園

の
確
保
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
建
設
を
求
め
る
。
基
地
問
題
で

は
、Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
減
少
し
た
も
の
の
、

通
常
の
離
発
着
訓
練
は
引
き
続
き

行
わ
れ
て
お
り
、
爆
音
被
害
は
解

消
し
て
い
な
い
。
厚
木
基
地
か
ら

米
軍
と
自
衛
隊
機
を
な
く
し
、
平

和
で
静
か
な
綾
瀬
市
に
す
る
こ
と

を
求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
綾
瀬
市
議
団
）

●
平
成　

年
度
は
、
よ
う
や
く
景

２１

気
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
が
、

政
策
的
な
後
押
し
が
個
人
消
費
を

支
え
て
い
る
現
状
で
、
自
立
的
回

復
に
は
程
遠
い
。そ
の
よ
う
な
中
、

基
金
の
取
り
崩
し
や
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
で
、
民
生
費
や
教
育

費
に
建
設
的
予
算
配
分
を
行
い
、

市
民
生
活
の
安
定
を
図
っ
た
こ
と

は
評
価
す
る
。
ま
た
、
保
育
園
の

待
機
児
童
解
消
に
力
を
入
れ
る
な

ど
、
福
祉
の
取
り
組
み
に
は
賛
成

で
き
る
が
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
影
響
す
る
道
路
政
策
に
は
賛
成

で
き
な
い
。
（
仮
称
）
綾
瀬
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
す
る
こ
と
は
、

高
速
道
路
を
生
活
道
路
と
し
て
利

用
で
き
る
な
ど
、
期
待
で
き
る
面

も
あ
る
が
、
市
内
へ
の
流
入
車
両

が
増
加
し
、
住
環
境
に
与
え
る
影

響
が
大
き
い
。
さ
ら
に
、　

年
度

２９

ま
で
の
設
置
・
開
通
が
前
提
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
に
寺
尾
上

土
棚
線
北
伸
部
の
整
備
が
完
了
し

て
い
な
い
と
大
渋
滞
が
予
想
さ
れ
、

環
境
破
壊
も
計
り
知
れ
な
い
。
そ

の
た
め
に
市
民
と
丁
寧
に
進
め
る

と
し
た
検
討
会
の
議
論
に
期
限
を

設
定
し
、
強
引
に
住
民
合
意
を
得

よ
う
と
し
て
い
な
い
か
危
惧
し
て

い
る
。
長
年
培
っ
て
き
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
環
境
の
破
壊
も
予
想
さ

れ
、
都
市
機
能
の
再
構
築
と
産
業

活
性
化
の
た
め
に
払
わ
れ
る
犠
牲

が
ど
れ
だ
け
残
酷
な
も
の
か
を
感

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
の

声
に
耳
を
傾
け
、
真
に
市
民
の
幸

福
を
実
現
す
る
市
政
を
希
望
し
、本

予
算
に
反
対
す
る
。

※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

食
育
に
つ
な
が
る
地
産
地
消
の

推
進
へ
向
け
た
学
校
給
食
と
は

物
を
使
っ
た
学
校
給
食
は
地
産
地

消
を
推
進
し
、
地
域
と
の
距
離
を

縮
め
、
食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

育
て
る
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
。
荒
川
区
で

は
、
高
齢
者
が
児
童
と
学
校
給
食

を
食
べ
る「
お
た
っ
し
ゃ
ラ
ン
チ
」

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
市
内

の
小
学
校
で
も
実
施
し
な
い
か
。

ま
た
、
飲
食
店
や
小
売
店
で
は
、

食
べ
残
し
や
期
限
切
れ
食
品
の
残

さ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
が
、
食
品

ロ
ス
削
減
へ
の
指
導
内
容
を
伺
う
。

　

答　

学
校
給
食
へ
の
地
場
産
物

の
使
用
は
、
食
物
へ
の
感
謝
の
心

を
は
ぐ
く
む
食
育
の
面
か
ら
有
効

と
考
え
て
お
り
、本
市
で
は
、従
前

よ
り
綾
瀬
産
の
鶏
卵
、
豚
肉
、
野

菜
類
を
食
材
と
し
て
使
用
し
て
い

る
。学
校
給
食
は
安
全
と
安
心
、安

定
供
給
が
前
提
で
あ
り
、
今
後
も

生
産
者
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら

地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
。
お
た

っ
し
ゃ
ラ
ン
チ
の
実
施
は
、
給
食

時
間
に
制
限
が
あ
る
た
め
難
し
い

が
、
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら
も

研
究
し
て
い
き
た
い
。
食
品
ロ
ス

の
削
減
で
は
、
資
源
物
と
し
て
再

生
利
用
に
努
め
る
よ
う
全
事
業
所

に
指
導
･
啓
発
し
て
お
り
、
来
年

度
は
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
減
量

化
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
を
行
う
。

（
ほ
か
に
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
と
連
携
し
た
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

安
藤　

多
恵
子

　

問　

教
育
委
員
会
の
点
検
・
評

価
報
告
を
見
る
と
、
教
育
全
体
を

見
渡
し
た
も
の
や
あ
や
せ
っ
子
の

未
来
、
生
涯
学
習
に
か
か
わ
る
こ

と
な
ど
、
も
っ
と
議
論
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
の
理
念
を
掲
げ
な
い
か
。
生

涯
学
習
は
、
輝
く
市
民
を
創
出
す

る
大
切
な
分
野
だ
が
、
そ
の
振
興

を
ど
う
考
え
る
か
。
公
民
館
事
業

や
市
民
オ
ペ
ラ
、
史
跡
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
な
ど
多
く
の
成

果
が
あ
っ
た
が
、史
跡
ガ
イ
ド
は
、

市
長
部
局
と
の
連
携
を
考
え
な
い

か
。ま
た
、中
学
校
の
部
活
動
は
、

学
業
と
同
等
に
重
要
で
、
部
活
動

指
導
顧
問
の
制
度
な
ど
を
活
用
し
、

生
徒
が
希
望
す
る
部
活
動
を
支
援

す
る
考
え
は
。

　

答　

本
市
の
教
育
理
念
と
し
て
、

平
成　

年
に
「
綾
瀬
市
教
育
の
方

１３

針
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
方
針
の

下
、教
育
の
振
興
を
図
っ
て
お
り
、

教
育
委
員
会
会
議
の
中
で
は
、
教

育
振
興
に
当
た
っ
て
の
多
種
多
様

な
課
題
の
検
討
・
審
議
を
行
っ
て

い
る
。
生
涯
学
習
の
振
興
で
は
、

市
民
の
学
習
意
欲
の
高
ま
り
を
受

け
、
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
や

家
庭
教
育
の
充
実
、
文
化
芸
術
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
史
跡
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
必
要
に
応
じ
て

他
部
局
と
の
連
携
を
進
め
た
い
。

部
活
動
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
が
、
部
活
動
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
、

総
合
的
に
検
討
し
対
応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

あ
や
っ
こ
り
ー

２５８億 
８，０００万円 

歳入総額 

２５８億 
８，０００万円 

歳出総額 

市税 
１２９億１,２１１万円 
（４９．９％） 

総務費 
２８億７，４７１万円 
（１１．３％） 

市税 
１２９億１,２１１万円 
（４９．９％） 

民生費 
８２億７８２万円 
（３１．７％） 

民生費 
８２億７８２万円 
（３１．７％） 

土木費 
４５億１，０７３万円 
（１７．４％） 

教育費 
３９億３，１９５万円 
（１５．２％） 

土木費 
４５億１，０７３万円 
（１７．４％） 

教育費 
３９億３，１９５万円 
（１５．２％） 

総務費 
２９億３，７８１万円（１１．４％） 

衛生費 
２１億５，８１１万円 
（８．３％） 

公債費 
１８億２，４０８万円（７．１％） 

消防費 
１０億５，５８９万円（４．１％） 

その他 
１２億５，３６１万円（４．８％） 

繰入金　８億１，２５９万円（３．１％） 

諸収入　７億７，２１５万円（３．０％） 

県支出金 
１３億５，６０７万円（５．２％） 

国有提供施設等所在 
市町村助成交付金等 
１１億１，０００万円（４．３％） 

地方譲与税など 
７億７，０５０万円（３．0％） 

地方消費税交付金 
８億円（３．１％） 

分担金及び負担金など 
３億５，３７５万円（１．４％） 

国庫支出金 
４５億７,８１０万円（１７．７％） 

繰越金　４億円（１．５％） 

財産収入 
２億８，１５３万円（1．1％） 

市債 
１７億３，３２０万円（６．７％） 

自 
主 

財 

源 
財 

源 

依 
存 

自 
主 

財 

源 
財 

源 

依 
存 

一般会計予算の内訳




